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唯一のものである。このエネルギー領域に於ては，パイ中間子と核子は， (3 , 3) 共鳴と呼ばれる
相互作用の非常に強くなる状態をひきおこすことが知られている。この性質はp-p 散乱と非常にご
となっている。このため従来，陽子と原子核の散乱によく用いられてきたDWIA の方法でどの程度，
実現を再現できるかもよくわかっていなかった。この論文では，散乱角が 100 度くらいまでは DWIA
によって実験値をよく再現できることを示している。しかしそれ以上の大角度散乱については，その
一致は悪く 10分の l くらいの小さな値になってしまう。この大角度散乱への理論値を改良するために，
多重励起の寄与と核の波動関動を改良することによる寄与を別々に調べた。 多重励起による寄与
は，チャンネル結合の方法を用い，核の波動関数としては，調和振動型から Woods- Saxon 型に変
えた。その結果としてチャンネル結合の寄与は非常に小さいが， W oods-Saxon 型を用いることによ
って大角度散乱をかなりよく再現できることが示されている。したがって，大角度散乱の分析に対し
ては，核の波動関数をより適当なものにすることが重要となる。今後は，パイ中間子と核子の相互作





手段として近年注目をあびてきた。本論文は入射エネルギーが50~300 MeV のパイ中間子の 12C に
よる弾性および非弾性散乱を取扱っている。このエネルギ一範囲はパイ中間子と核子との大きな共鳴
状態 (33共鳴)を含むものであるため 散乱角が約 100。程度以下の散乱については比較的単純な歪
曲波インパルス近似を用いても現象をかなり良く説明できることが示された口また，大角散乱のデー
タを説明するために著者は核の多重励起によるチャネル結合および核波動関数の変化の効果を調べ，
チャネル結合からの寄与は非常に小さく，大角度散乱に対しては核表面の形状が重要で、あり例えば
W oods-Saxon 型波動関数を用いることにより実験値を説明できることを示した。本論文はパイ中間
子の原子核による弾性 非弾性散乱の機構を明らかにし この散乱現象を用いて原子核の表面付近の
性質を調べる手段を提供するなど重要な知見を与えるものであり，学位論文として価値あるものと認
める。
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